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9．資格課程関係科目
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９

日本史概論 綱川　歩美

２単位 春学期１〜４年次 和泉

日本史概論 伊勢　弘志

２単位 秋学期１〜４年次 和泉

科目ナンバー：（CC）HIS111J科目ナンバー：（CC）HIS111J

１．授業の概要・到達目標
《概要》
　現在の日本社会の前提になっている近現代の国際環境・
社会環境を講義する。
　私たちの社会が世界の潮流と密接であることを理解する
ために、歴史学と国際政治学の両分野の視角から、近代～
現代とはどのような時代であったのかを学習する。
　現在の日本社会における社会問題・教育問題や価値観を
自ら分析できるように日本近現代史を学習する。

《到達目標》
1.近現代とはどのような時代であるのかを知り、その理解の
上に現在の日本社会や東アジア情勢の前提が理解できる。
2.現在の教育問題・歴史認識問題などについて多面的な分析
ができる。
3.「道具としての知識」を実社会や教育の現場で活用するた
めに、「考える力」を訓練する。その上で、「なぜ勉強をす
るのか？」
　について自身の応えをもてる。
4.2022年度より全国の高校で開始された「歴史総合」の課題
と意義・留意点を理解できる。
２．授業内容
第１回：なぜ歴史を学ぶのか？ ‐ 黒船来航から考える
第２回：�近代を迎える日本とアジア�‐ 岩倉使節団は何を見

たのか？
第３回：�日清戦争とアジア情勢�‐ 日清戦争が世界に与えた

影響とは何か？
第４回：�世界史の中の日露戦争�‐ 日本が変えた世界史とは

何か？
第５回：�第一次世界大戦と国際連盟�‐「総力戦」から世界

は何を学んだか？
第６回：�「ワシントン体制」とは何か？�‐「戦争違法化」の

世界
第７回：満州事変と連盟脱退�世界秩序への挑戦
第８回：日本はなぜ侵略国になったのか？
第９回：なぜ原爆は2発落とされたのか？�‐ 敗戦と聖断
第10回：東京裁判は何を裁いたか？�‐ 日本社会の戦争観
第11回：�「戦後帝国主義」の登場�‐「55年体制」と「日米安

保」とは何か？
第12回：�「近代化論」とは何か？�‐ 歴史小説で勉強しては

ダメなのか？
第13回：新自由主義の世界 ‐ 自己責任論とは何か？
第14回：日本の社会と教育
３．履修上の注意
知識（内容知）を獲得するだけでなく、知るための調べ方・
自身の関心や疑問を自ら解決するための知識（方法知）を
獲得し、さらに「考える力」を訓練できるよう留意すること。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
＊　教科書を必ず用意すること。
　なぜ勉強をするのか？必死に考えること。
５．教科書
伊勢弘志『明日のための近代史 ‐ 世界史と日本史が織りな
す史実』〔増補新版〕（芙蓉書房出版、2023年）。
６．参考書
伊勢弘志『明日のための現代史』〔上・下巻〕（芙蓉書房出版、
2021～2022年）。
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業時間の前後に教室で対応する。
９．その他
レポート１００％（およびプラスアルファとしてのリアク
ションペーパーによる平常点）

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
分からない言葉や物事に出会ったとき、皆さんはどのよう
に解決しますか？瞬時に答えを返してくれるインターネッ
トでしょうか。現代においては、それも一つの解決策ですが、
今ほど便利でなかった時代から、百科事典を引くという手
段があると思います。P.バークは「百科事典とその諸カテ
ゴリーは、ある知識観を、さらにはある世界観を、表現あ
るいは具象化したものだと」（『知識の社会史』2004年）言
います。百科事典は、人々を取り巻くあらゆる物事を解説
すると同時に、そこに集められた知識のカテゴリーそのも
のが、時代や社会の知の諸相を表しているといえるのです。
　日本の近世には、『和漢三才図会』をはじめとするいくつ
かの百科事典が編纂されています。現代の「科学的」な視
点からすれば、荒唐無稽な内容も含んでいますが、その時
代の人々の感性や認識の枠組みを伝える格好の素材でもあ
ります。なぜならば、私たちがそこに感じる違和感の正体
を紐解いていくことで、当時の文化事象や社会のあり方を
知ることができるからです。
　授業では、事典に取り上げられている具体的な項目が持
つ歴史的な意味を、背景となる政治や社会制度と関連させ
ながら考えていきたいと思います。

《到達目標》
日本近世の歴史的特質を理解するとともに、政治や社会制
度と人々の生活実態を重ね合わせてみることで、多彩かつ
具体的な近世史像を結べるようになることを目標とします。
２．授業内容
第１回　オリエンテーション
第２回　百科事典の歴史
第３回　『和漢三才図会』の時代
第４回　空間と時間―この世界のとらえ方－
第５回　人倫の秩序
第６回　身体と医術
第７回　人々と動物
第８回　人々と食①－「豊かな」食生活
第９回　人々と食②－食べられない現実
第10回　人々と衣類①－木綿の近世－
第11回　人々と衣類②－産業と文化－
第12回　人々と自然との関わり
第13回　国と日本そして異国
第14回　全体のまとめ
３．履修上の注意
授業内での資料読解やそれを踏まえたリアクションペー
パーの作成を求めることがあります。一方的に聴くのでは
なく積極的な姿勢でのぞむことを期待します。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
復習中心となる。毎回配布するレジュメをしっかりと読み
返し、必要であればノート等にまとめ、知識の定着につと
めるようにしてください。
５．教科書
特に指定しない。毎回レジュメを配布し、それにしたがっ
て授業を進めます。
６．参考書

『大学の日本史』３（近世）、山川出版社、2016年。
苅部直、片岡龍編『日本思想史ハンドブック』新書館、2008年。
そのほか、適宜、授業中に提示します
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業へのコメントは次回授業で紹介し解説を補足します。
また授業前後の時間に質問にも応じます。
９．その他
リアクションペーパー（40％）と記述式の期末試験（60％）
を実施します。
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東洋史概論 鈴木　直美

２単位 春学期・秋学期１〜４年次 和泉

日本史概論 長沼　秀明

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）HIS111J 科目ナンバー：（CC）HIS121J

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　教職課程「教科に関する科目」（「共通講座」）として，
日本史を教えるために必要な基礎的知識を実践的に学
びます。

《授業の到達目標およびテーマ》
　高等学校で「日本史Ａ」の授業を担当することを想
定し，ある学校の授業例を参考にしつつ，日本の歴史
に関する基礎的な知識を学びます。「歴史総合」「日本
史探究」および中学「社会」の授業を担当する際にも
大いに役立つ内容です。
２．授業内容
　第１回　ガイダンス，「日本史Ａ」の目標および内容
　第２回　動揺する江戸幕府―内憂外患への対応―
　第３回　開国
　第４回　明治維新
　第５回　自由民権運動，大日本帝国憲法（その１）
　第６回　自由民権運動，大日本帝国憲法（その２）
　第７回　条約改正，日清戦争（その１）
　第８回　条約改正，日清戦争（その２）
　第９回　日露戦争
　第10回　第一次世界大戦
　第11回　大正・昭和初期の経済と対外関係
　第12回　昭和恐慌から二・二六事件へ，戦争の時代
　第13回　�敗戦と占領・戦後改革，講和から高度経済

成長時代へ
　第14回　ａ．まとめ
　　　　　ｂ．試験
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。
３．履修上の注意
　１）�教職課程認定科目であることを十分に認識して

ください。
　２）いわゆる出席点はありません。
　３）授業時間は最大限に使います。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，事前に指示した課題に真剣に取り組み，積極
的に参加してください。
５．教科書
　つぎの二冊が教科書です。二冊ともに毎回の授業で
使用します。
　（1）�文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年

告示）解説　地理歴史編』
　（2）�『日本史Ａ―現代からの歴史―』（高等学校地理

歴史科用文部科学省検定済教科書　２―東書―
日A308）（東京書籍，2017年）（本体価格610円）

　※�詳細は初回の授業で指示します。
６．参考書
　毎回の授業のなかで紹介します。
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業内に授業の一環として伝えます。
９．その他
　定期試験の得点および毎回の授業で提出してもらう
「解答票」を総合的に判定し，厳正に行ないます。具
体的な割合は，試験の得点55％，毎回の授業の成果
45％を原則とします。

１．授業の概要・到達目標
《授業内容》
　新石器時代から20世紀までの中国史の流れを概観し，
東アジア・北アジア・をはじめとする世界史のかかわ
りから中国の政治・経済・社会の動向をとらえる。

《到達目標》
　１．�中学・高校での授業を行うに十分な知識と教養

を習得する。
　２．中国社会のあり方を歴史的背景から理解する。
　３．�歴史学の思考方法を身につけ，様々な歴史的事

象について多角的な視点から考察できる。
２．授業内容
各回の授業予定は以下の通り。
　１．ガイダンス　／　｢中国」とは何か
　２．新石器時代～初期王朝（二里頭文化・殷・西周）
　３．春秋・戦国～統一秦
　４．漢
　５．魏晋南北朝
　６．隋～唐　／　小テスト　
　７．五代～南宋
　８．元～明
　９．清の建国～乾隆帝の時代
　10．アヘン戦争～日清戦争
　11．日清戦争後～辛亥革命
　12．五四運動～国共合作
　13．抗日戦争～中華人民共和国成立
　14．a.社会主義体制建設期／ b.試験
授業の進行状況によって内容を変更する場合がある。

３．履修上の注意
　高校時代の世界史の内容を復習しておくこと。
　世界史を履修していない，もしくは現代史など学習
していない範囲がある場合は下記書籍を読んでおくの
が望ましい。
　「世界の歴史」編集委員会『もういちど読む山川世界
史』（山川出版社，2009年）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
クラスウェブから資料を配布するので，内容を予習・
復習すること。
５．教科書
クラスウェブから資料（PDF）を配布する。
６．参考書
岸本美緒『中国の歴史』（ちくま学芸文庫，筑摩書房，
2015年）
愛宕元・冨谷至編『新版　中国の歴史』上・下（昭和堂，
2009年）
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
必要時応じてクラスウェブのコメント機能を使用する。
９．その他
１．小テスト（30％）・期末試験（70％）による。
　（１）第6回授業で選択式の小テストを行う。
　（２）�期末試験は記述式で行う。単語の羅列や意味の

不明な文章は解答とみなさず，単位を認定しない。
２．出席回数が７割未満の場合，単位を認定しない。
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９

東洋史概論 石野　智大

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）HIS121J

西洋史概論 小野寺　利行

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）HIS131J

１．授業の概要・到達目標
　本授業では，時間的・空間的な広がりをもつ中国の政治
と社会について，周辺地域との関係も視野に入れながら概
観する。また，それらを通して，受講生各自が中国史に関
する基本的な知識を習得することを目的とする。
　長きにわたる中国の歴史を理解する際には，その大きな
流れを捉えることが重要な意味を持つ。そのため，教職課
程科目である本授業においても，その部分に力点をおいて
講義を進める。ただし，時間の関係で中国史の全時代を取
り上げることはできず，本授業では中国文明の誕生から唐
宋変革期までの歴史的推移を追う。また授業の後半では，
中国史の時代区分の問題などについても考えてみたい。
２．授業内容
　第１回：イントロダクション
　第２回：中国文明の誕生
　第３回：初期王朝の形成
　第４回：春秋戦国時代の政治と文化
　第５回：�秦漢統一帝国の成立と崩壊（その１）　秦～前漢

前半
　第６回：�秦漢統一帝国の成立と崩壊（その２）　前漢後半

～後漢
　第７回：魏晋南北朝時代の政治と諸民族の動向
　第８回：隋唐王朝の形成と変容（その１）　隋
　第９回：隋唐王朝の形成と変容（その２）　唐
　第10回：五代・北宋の展開
　第11回：南宋時代の政治と文化
　第12回：唐宋変革論と中国史の時代区分
　第13回：中高の歴史（世界史）授業とその変化
　第14回ａ：期末試験
　　　　ｂ：試験問題の解説
　※�授業内容は必要に応じて一部変更することがあります。
３．履修上の注意
高校で「世界史」（とくに前近代部分）を履修しなかった方
も歓迎します。
授業では歴史用語や年代の暗記よりも，中国史の大きな流
れを理解するように心がけてください。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
履修前の事前学習としては，高校世界史教科書の中国史関
連部分を一読しておくのがよいと思います。
授業開始後は，下記の「参考書」を積極的に読まれること
を希望します。
５．教科書
特に指定しません。
　授業時に適宜プリントを配布します。
６．参考書

『教養の中国史』津田資久・井ノ口哲也編，（ミネルヴァ書房，
2018年）

『概説中国史』上・下，冨谷至・森田憲司編，（昭和堂，
2016年）
より専門的な理解を深めるには，以下の概説書をおすすめ
します。

『世界歴史大系　中国史』1～5（山川出版社，1997年～2003
年）

『中国の歴史』全12巻（講談社，2004年～2005年　※講談社
学術文庫版あり）
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
必要に応じて，授業時間内に解説や講評などのフィードバッ
クを行います。
９．その他
平常点（リアクションペーパー，授業への取り組みなど）
30％，期末試験70％

１．授業の概要・到達目標
　ヨーロッパの中世・近世の歴史を概観する。前近代
ヨーロッパ史の流れや基本的な事項を、経済史の視点
を通して学ぶことを目的とする。農業・手工業・商業
がどのように展開していったのか、そしてそれによっ
てヨーロッパ内外のさまざまな地域の結びつきがどの
ように変化していったのかをみていくことで、工業化
や世界の一体化を実現する以前のヨーロッパの姿を理
解したり、ヨーロッパ世界の歴史的な変化を考えたり
するための手がかりつかむことを目指したい。
２．授業内容
　以下のように授業を進めていく予定だが，状況に応
じて変更することもある。
1.�イントロダクション
2.�中世の社会と国家
3.�中世の農業
4.�中世の手工業
5.�中世の商業�
6.�中世から近世へ
7.�近世の社会と国家
8.�近世の農業
9.�近世の手工業
10.�近世の商業
11.�近世のヨーロッパ経済
12.�近世の世界経済（1）ポルトガルとスペイン
13.�近世の世界経済（2）オランダとイギリス
14.�（a）まとめ／（b）テスト
３．履修上の注意
　高校世界史の教科書や参考書、後掲の参考書などに
目を通して、ヨーロッパの中世・近世の大まかな流れ
をおさえておくことが望ましい。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習では、参考文献に目を通して次回授業の内容を大
まかにつかみ、自分なりの疑問点・課題をもって授業に
臨むこと。復習では、授業で配付した資料や参考文献を
利用してノートのまとめ・整理・補足などを行ない、授
業内容をまとめる課題や質問などを作成すること。
５．教科書
　特定の教科書は使用せず、資料をOh-o!�Meijiで配付
する。
６．参考書
　授業中に随時紹介するが、さしあたり基本的な文献
を挙げておく。
・『もういちど読む山川世界史　PLUS　ヨーロッパ・
アメリカ編』木村靖二ほか（山川出版社）
・『大学で学ぶ西洋史［古代・中世］』服部良久ほか（ミ
ネルヴァ書房）
・『大学で学ぶ西洋史［近現代］』小山哲ほか（ミネルヴァ
書房）
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　課題に対するフィードバックは後日授業中に行なう。
９．その他
・学期末試験（70％）
・課題（30％）
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西洋史概論 小野寺　利行

２単位 秋学期１〜４年次 和泉

西洋史概論 渡辺　　知

２単位 春学期１〜４年次 和泉

科目ナンバー：（CC）HIS131J 科目ナンバー：（CC）HIS131J

１．授業の概要・到達目標
　ヨーロッパの中世・近世の歴史を概観する。前近代
ヨーロッパ史の流れや基本的な事項を、商業を中心と
する経済史の視点を通して学ぶことを目的とする。商
業によってヨーロッパ内外の地域がどのように結びつ
いていたのかをみていくことで、工業化や世界の一体
化を実現する以前のヨーロッパの姿を理解したり、ヨー
ロッパ世界の歴史的な変化を考えたりするための手が
かりつかむことを目指したい。
２．授業内容
　以下のように授業を進めていく予定だが，状況に応
じて変更することもある。
1.�イントロダクション
2.�中世社会の成立
3.�中世前期の都市と商業
4.�中世社会の発達
5.�中世中期の都市
6.�中世中期の商業
7.�中世社会の変容
8.�近世社会
9.�近世の国家と商業
10.�近世のヨーロッパ貿易
11.�近世の植民地貿易（1）ヨーロッパとアメリカ
12.�近世の植民地貿易（2）ヨーロッパとアジア
13.�産業革命
14.�（a）�まとめ／（b）�テスト
３．履修上の注意
　高校世界史の教科書や参考書、後掲の参考書などに
目を通して、ヨーロッパの中世・近世の大まかな流れ
をおさえておくことが望ましい。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習では、参考文献に目を通して次回授業の内容を
大まかにつかみ、自分なりの疑問点・課題をもって授
業に臨むこと。復習では、授業で配付した資料や参考
文献を利用してノートのまとめ・整理・補足などを行
ない、授業内容をまとめる課題や質問などを作成する
こと。
５．教科書
　特定の教科書は使用せず、資料をOh-o!�Meijiで配付
する。
６．参考書
　授業中に随時紹介するが、さしあたり基本的な文献
を挙げておく。
・『もういちど読む山川世界史　PLUS　ヨーロッパ・
アメリカ編』木村靖二ほか（山川出版社）
・『大学で学ぶ西洋史［古代・中世］』服部良久ほか（ミ
ネルヴァ書房）
・『大学で学ぶ西洋史［近現代］』小山哲ほか（ミネルヴァ
書房）
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　課題に対するフィードバックは後日授業中に行なう。
９．その他
・学期末試験（70%）
・課題（30%）

１．授業の概要・到達目標
　15世紀のポルトガル，スペインのヨーロッパ外への進出に始
まる世界の一体化の過程を世界システム論の観点から概観し、
ヨーロッパ近代の歩みが世界の諸地域に与えた影響について考
えてみたいと思います。ただ，過去の事実の確認にとどまらず，
それがなぜ起きたのか，また，過去の出来事が現在の社会とい
かに関係するのか，あるいは，一地域の動向が世界のその他の
地域の動向といかに密接に結びついているのかといった点に力
点を置きつつ，歴史学における多様なものの捉え方をあわせて
提示できればと希望します。
２．授業内容
　以下の通り授業を進める予定ですが，進行具合によって若
干の変更を加えることもあります。
第１回　�世界の一体化�　この講義のテーマについて説明しま

す。
第２回　�大航海時代以前のヨーロッパ　１　11～13世紀の

ヨーロッパの経済、社会について説明します。
第３回　�大航海時代以前のヨーロッパ　２　14世紀以降ヨー

ロッパで危機的状況が深まっていく過程を説明します。
第４回　�ポルトガルとアジア��ポルトガルがアフリカ、アジア

に進出していく過程とその影響について説明します。
第５回　�スペインとアメリカ　１　スペインのアメリカ進出

の過程とアメリカに与えた影響について説明します。
第６回　�スペインとアメリカ　２　スペインのアメリカ進出

がスペインと世界の一体化に与えた影響について説
明します。

第７回　�17世紀のヨーロッパ　「17世紀の危機」論争を紹介し
つつ、西ヨーロッパ諸国の台頭を説明します。

第８回　�第一次イギリス帝国の形成　イギリスがオランダ、
フランスと対立しながらその帝国を形成する過程を
説明します。

第９回　�イギリス商業革命　イギリスの帝国形成がイギリス
の経済、社会に与えた影響について説明します。

第10回　�西インド諸島と砂糖　イギリスの植民地支配が西イ
ンド諸島に与えた影響について説明します。

第11回　�アフリカと大西洋奴隷貿易　イギリスをはじめとす
るヨーロッパ諸国による大西洋奴隷貿易の展開とそ
の影響について説明します。

第12回　�フランス革命と環大西洋革命　１　フランス革命の
展開について説明します。

第13回　�フランス革命と環大西洋革命　２　フランス革命を
その時期大西洋の両岸で起きた出来事と関連付けな
がらその意義を説明します。

第14回　a　まとめ
　　　　b　試験
３．履修上の注意
　西洋の歴史に興味のある方はもちろん、これまで歴史にな
じみがなかった方の受講も歓迎します。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で紹介した問題について参考文献等で調べてください。
授業前に前回の授業ノート、参考文献を見返し、まとめてお
いてください。
５．教科書
　特に定めません。
６．参考書
　参考文献として以下の文献を紹介しておきます。授業で随時、
紹介してきます。
　川北稔『世界システム論講義：ヨーロッパと近代世界』（ち
くま学芸文庫、2016年）
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業でコメントします。
９．その他
　授業の区切りに授業内容のまとめや感想を書いて頂き、こ
れを平常点とします。学期末には試験を行い、成績はこれら
の総合評価とします（学期末試験80％、平常点20％）。
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９

人文地理学概論 谷川　尚哉

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）GEO111J

秋学期 和泉

自然地理学概論 若松　伸彦

２単位 秋学期１〜４年次 駿河台・和泉

科目ナンバー：（CC）GEO121J

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「人文地理学概論」であること
をふまえて，人文地理学の基礎・基本を述べるとともに，
地理教育論にも適宜ふれていきたい。
　高等学校で「地理ＡまたはＢ」を選択しなかった人にとっ
ては，中学校の「社会科地理的分野」以来の地理となろうが，
地理あるいは人文地理学の楽しさ，面白さを理解してもら
えればありがたい。
　ただし，半期の講義であるため，文字どおり「概論」と
ならざるをえない面がある。毎回の講義は，あくまでも「窓
を開ける」ことであり，その窓から何を見るかは受講生に
委ねられている。
２．授業内容
　（１）�人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から

考える（a）。
　（２）�人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から

考える（b）。
　（３）�人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から

考える（c）。
　（４）�人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から

考える（d）。
　（５）�地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（a）。

海の向こうに何がある？　山の向こうに何がある？
　（６）�地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（b）。

地球の形は、どんな形？
　（７）�地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（c）。

大航海時代は地理的発見の時代
　（８）�社会科・地理教育を考える（a）。「地理総合」と「歴

史総合」
　（９）社会科・地理教育を考える（ｂ）。「世界国尽」
　（10）�社会科・地理教育を考える（ｃ）。「どうころんでも

社会科」
　（11）�景観の変貌から地域の再編成を考える（a）。高度

1000フィートから見た日本
　（12）�景観の変貌から地域の再編成を考える（b）。山が地

図から消えた？　地形図を読む
　（13）�景観の変貌から地域の再編成を考える（c）。島が島

でなくなった？
　（14）�景観の変貌から地域の再編成を考える（d）。瀬戸内

海の島の変貌
３．履修上の注意
　１．受講生は，教室内でのマナーを守る事。
　２．毎回，「感想」を書いてもらう。
　３．�第１回目から本論に入るので，そのつもりで受講す

るように。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　１．復習が最重要である。
　２．毎回の講義で何を学んだのかを確実に理解すること。
　３．ノートの整理が肝要である。
　４．�事前に配布した資料等は，必ず熟読して講義に臨む

こと。
５．教科書
　使用しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使用
する。
６．参考書
　随時，紹介する。
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
Oh-o ！ Meijiを使用。
９．その他
　１．�原則として，出席は絶対条件。講義の３分の１を休

んだ者には単位は与えられない。
　２．�学期末の試験で100％評価する。レポート提出で代替

することはできない。

１．授業の概要・到達目標
　自然地理学はその地域の気候，地形，水文，植生等の
自然環境を総合的に捉える学問分野である。地理という
と，社会科の一科目であり，事象の暗記科目と思われが
ちである。しかし自然地理学は，実際には私たちの身の
まわりにある自然環境がどのようなものかを理解し，そ
の仕組みや因果関係を学ぶことが非常に大切である。本
講義は，自然環境に関する基礎的な知識を身に着け，総
合的に自然環境を捉える能力を身に着けることが目標で
ある。このような能力を身に着けることで，自然災害や
地球環境問題に対しての正しい対処が可能にもなる。
２．授業内容
　第１回ａ：自然地理学の見方・考え方（ガイダンス）
　　　　ｂ：自然地理学の基本
　第２回：惑星としての地球
　第３回：大地形と火山
　第４回：岩石と日本列島のでき方
　第５回：世界と日本の大地形
　第６回：平野の地形
　第７回：山地の地形
　第８回：河川の地形
　第９回：海岸の地形
　第10回：地球のエネルギー収支と大気大循環
　第11回：世界の気候と植生
　第12回：日本の気候と植生
　第13回：様々な環境問題
　第14回ａ：講義のまとめ
　　　　ｂ：試験
３．履修上の注意
積極的な授業の参加を望む。授業内容はいわゆる理系
の地学の領域を含むが，文系学生でも理解できる内容
である。
自然地理の基本的な知識から最新の環境問題まで、講
義では幅広く扱う。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にwebシステムによってプリントを配布するの
で，必ず印刷をして持参すること。
　プリントは図表及び板書を補助するためのプリント
であり，復習や授業後の整理を行うことが望ましい。
５．教科書
　『新詳高等地図』（帝国書院）2019年
　高校時代に地図帳を購入している者は代用しても良い。
　他に教科書は定めないが，参考書があると授業の理
解が進む。
６．参考書

『みわたす・つなげる自然地理学』　小野映介・吉田圭
一郎�編（古今書院）2021年

『自然地理学概論』高橋日出男・小泉武栄編著（朝倉書
店）2008年
　『上高地の自然誌』上高地自然史研究会編（東海大学
出版会）2016年
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を
設ける
９．その他
　講義態度10％，期末試験90％で評価する。
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地誌学概論 内藤　芳宏

２単位 秋学期
春学期１〜４年次 和泉

駿河台

科目ナンバー：（CC）GEO131J

法律学概論 石居　　圭

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）LAW111J

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「地誌学概論」であることを考慮し，中学・高
等学校の教員に求められる地誌学の基礎・基本から専門領域に加えて，既
存の概念から応用する授業事例も触れていきたい。地理は知らない土地の
知らない人たちや自然に対する好奇心から成り立っている。とくに地誌学
は特定地域における自然と人文の諸事象とその関係を考察し，地域的な特
徴を究明すること，すなわち地域を知ることが目的とされる。地誌学の楽
しみを得ることで，将来のあなたの教え子たちに還元するための糸口にな
ることを目指したい。なお2022年度より高等学校で必修化される「地理総合」
では地誌を扱わないが地図学習は入るため、それを意識した内容とした。
また続く科目の「地理探究」で地誌的内容を扱うことを意識したい。
２．授業内容
第１回：オリエンテーション　地誌学を学ぶということ
第２回：地誌学の基礎①学校教育の地誌とは
第３回：地誌学の基礎②日本を扱う（都市近郊）
第４回：地誌学の基礎③日本を扱う（農山村部）
第５回：�地誌学の展開①専門性を活かした地誌　地形図の活用（段彩図）
第６回：�地誌学の展開②専門性を活かした地誌　地形図の活用（谷と尾

根）
第７回：�地誌学の展開③専門性を活かした地誌　地形図の活用（土地利

用図）
第８回：地誌学の展開④専門性を活かした地誌　統計地図の活用
第９回：�地誌学の展開⑤専門性を活かした地誌　フィールドワーク・校

外学習
第10回：地誌の授業実践①旅をつくる
第11回：地誌の授業実践②ヒマラヤ山脈の暮らし
第12回：地誌の授業実践③アルプス山脈の暮らし
第13回：地誌の授業実践④小さな国の環境大国
第14回：学期末試験
※第5回～第7回は地形図を利用するため、原則として対面授業時に行うこ
とを前提とした授業構成を組んでいる。したがって新型コロナ感染症の状
況によって、順番を入れ替わる場合がことを予め承知しておかれたい。
３．履修上の注意
　授業にきちんと出席し，学ぶ姿勢を示すこと。また毎回授業に関する
「感想」の提出を求める。対面授業が出来ない場合は、Oh-o!Meijiによ
るオンデマンド型（配信型）になる。その際は下記の成績に関する指示
に従うこと。対面授業時のマナーは誠実であること。受講者は教員を目
指すからには，揺るぎない自らに負けない真剣な姿勢を求めたい。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習を大切にすること。とくに地誌は地理的位置関係および付随する
情報が講義で扱われる。今日の授業で何を学んだのか，確実に理解する
こと。そのためにはノートの整理が肝要である。
５．教科書
　教科書はとくに指定しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使
用する。ただし地理は地名や位置をその都度確認するためにも，高校時
代に地理の授業で使用した地図帳を用意しておくこと（高校時代に地理
の授業を受けていない者は同等のものを用意しておくこと）。また5回目
の講義から国土地理院発行の地形図（国土地理院発行1/25000地形図「赤
穂」を各自で購入）を用いた作業も行う。作業の際は12色の色鉛筆(小
中高時代に買ったもので十分)を一緒に用意すること。
※コロナ禍であるが地形図は予め各自で購入しておくこと。授業内容の
部分で説明しているように、コロナ禍で授業の順番を変えざるを得ない
場合も想定して、第3回の授業までに用意することが望ましい。なお各
自で国土地理院サイトから最寄りの国土地理院発行地形図の販売書店を
探し、時間的ゆとりをもって購入しておくこと。すぐに入手できるとは
限らない。買い求めた地形図は折らずに、筒状にして輪ゴムなどで留め
て持参するように。
６．参考書
地理・地誌に関わる入門書として以下を紹介する。
大野新・竹内裕一編『世界をつなぐ地理総合の授業』
地理教育研究会編『知るほど面白くなる日本地理』日本実業出版社
地理教育研究会編『授業のための世界地理・第5版』古今書院
今尾恵介『地図帳深読み』帝国書院
富田啓介『はじめての地理学』ベレ出版
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業内に指示する簡単な課題(例えば、自身の出身地を中高生の地理の
授業で扱う場合のキーワード等)をその後の授業で紹介し、受講してい
る学生諸君同士の参考にすべくフィードバックする。また地形図作業は
終了後提出したものを評価し返却する。
９．その他
　毎回出席をとる。３分の１を休んだ者には単位は与えられない。成績
評価は学期末試験60％，平常点（提出物および授業への貢献度）40％等
を総合的に判断する。
※コロナ禍におけるオンライン授業の場合、Oh-o!Meijiのクラスウェブ
上のアンケート機能を使って、毎回の課題を答えることで出席扱いとし、
またその内容を平常点とする。

１．授業の概要・到達目標
　本講義ではまず、憲法・民法・刑法を中心として、法の基本的な事項
を知ってもらいます。しかし、法律学は「条文の丸暗記でよい」という
ような単純なものではありません。法律の文言は多くの事案に対応でき
るよう、意味に幅をもたせる形で表現されています。それゆえ、実際の
事案では、異なる利害関係や価値観をもった者たちが条文の「解釈」を
めぐって争うことになります。そこで、実際の判例をみながら、法律の
運用のされ方やその解釈も学びます。
法律学を学ぶ意義は、多様な考え方や価値観が対立する社会において、
どのように秩序を与えるかを考えられるようになるという点にあり、本
講義もそれを到達目標に掲げます。
具体的には、
・公平なものの考え方（特定の者だけを優遇したり、不当な差別をする
ことなく、一定の基準に従って公平にものごとを処理する能力）
・論理的思考力（自分の考えを整理し、納得のいく根拠をもって、わか
りやすく自身の見解を主張する能力）
・多面的な利益への視点（事件当事者だけでなく、将来の被害者や社会
への影響など、様々な利益を考慮した上で自身の見解を形成する能力）
といったものを得ることを到達目標とします。
２．授業内容
第１回：法とは何か、法の学び方
第２回：法の仕組
第３回：憲法の基本原理
第４回：国の統治機構
第５回：平等権
第６回：精神的自由と経済的自由
第７回：人身の自由
第８回：社会権
第９回：裁判の仕組
第10回：財産と法
第11回：経済取引と法
第12回：家族と法
第13回：�犯罪と法（１）──犯罪の「成立」について（不作為犯・未遂

犯・共犯を含む）
第14回：�犯罪と法（２）──犯罪の「不成立」について（違法性阻却事

由、責任阻却事由）
３．履修上の注意
毎回レジュメを配布します。授業には毎回出席し、教科書とレジュメを
必ず持参してください。質問は授業中でも授業後でも受け付けます。
なお、講義中はマスクを常時着用するようお願いします。マスク着用が
困難な事情がある場合には、事前に相談してください。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
法学の学習は、ある程度暗記の形で用語をインプットする必要がありま
す。そこで予習においては、教科書を読みつつ、参考書や六法を用いて、
専門用語の意味内容を条文と学説を参照しながら確認しましょう。
　そして復習の際には、講義で示された設例を通して、得た知識を文章
で表現する練習をしましょう。とくに条文や制度、概念の内容・目的・
異同については、入念に復習し、定期試験の論述問題に備えましょう。
５．教科書
大谷實編著『エッセンシャル法学［第７版］』（成文堂、２０１９年）
６．参考書
本講義では多くの法領域を取り扱うため、ここで一括して参考文献を示
すことはしませんが、各回の広義の前に配布されるレジュメの中で、予
習の際に有用な参考文献を示します。
　なお、法学学習において有用なものとしては、
横田明美『カフェパウゼで法学を──対話で見つける〈学び方〉』）（弘
文堂、２０１８年）
田高寛貴ほか『リーガル・リサーチ＆リポート　第２版』（有斐閣、
２０１９年）
弥永真生『法律学習マニュアル　第４版』（有斐閣、２０１６年）
等があります。
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
業内だけでなく、授業外でも随時質問を受け付けます。Teamsが理想
的ですが、受講生にとって不便であれば、メールで受け付けます。また、
毎回の授業で示す練習問題の答案の添削も随時受け付けております。論
述問題は「書く」ことに慣れるというのも非常に重要です。遠慮なく添
削依頼を出してください。
９．その他
期末試験７０％、平常点３０％（授業態度や質問・発言などを総合評価）
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９

法律学概論 市川　直子

２単位 秋学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）LAW111J

法律学概論 松井　千秋

２単位 春学期１〜４年次 和泉

科目ナンバー：（CC）LAW111J

１．授業の概要・到達目標
《授業の到達目標及びテーマ》
　日本で現在効力をもっている法律はかるく1,000を超
えますが，それらは一定の秩序にしたがって体系化さ
れています。
　この授業では，日本のそうした法体系を検証すると
ともに，日本の国内法体系と国際法との関係について
も理解することを目指します。

《授業の概要》
　この授業では，各種法律の基本部分を説明しながら，
それと国家の最高法である憲法との関係を確認してい
きます。ついで，国際関係を維持するための条約や国
際慣習法に言及します。

２．授業内容
　第１回：法とは
　第２回：憲法と市民法（1）自然人
　第３回：憲法と市民法（2）法人
　第４回：憲法と市民法（3）法律行為
　第５回：憲法と市民法（4）契約自由の原則
　第６回：憲法と賠償法（1）契約不履行の賠償責任
　第７回：憲法と賠償法（2）不法行為の賠償責任
　第８回：憲法と賠償法（3）国家行為の賠償責任
　第９回：憲法と社会法（1）個別的労働関係法
　第10回：憲法と社会法（2）集団的労働関係法
　第11回：憲法と刑事法（1）刑法総論
　第12回：憲法と刑事法（2）刑事訴訟法
　第13回：憲法と国際法（1）国際機構論
　第14回：憲法と国際法（2）／試験
＊講義内容・順序は必要に応じて変更することがあり
ます。
３．履修上の注意
　各種法律を日本国憲法と関連づけて説明していきま
すので，この授業を受ける前に，「日本国憲法」を受講
済みであることが望ましいです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所または配布プリントを読み，
次回の授業内容に関する専門用語について辞典等で調
べておいて下さい。また、復習として，教科書及び参
考書の該当箇所を読むようにして下さい。

５．教科書
　穐山守夫・市川直子『新現代社会と法』和広出版

６．参考書
　六法全書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
課題についてのフィードバックは，授業時もしくはOh-
o!Meijiを通じて行います。

９．その他
　レポート（30％）および期末試験（70％）によります。

１．授業の概要・到達目標
　　本講は，現代社会には欠くことのできないさまざ
まな法規範に関して，その意義，特質を理解し，かつ
そのおのおのと現実の社会との関連を修得するために
開講するものである。
　実生活のなかで何気なく機能している（？）さまざ
まな法令が，どれほどの意義，目的を持っているか，
また，それらがどのように関わり合っているのかを理
解して、自分たちの身の回りの出来事がどういった法
令と関わっているものかを味わって欲しいものである。
２．授業内容
　［第１回］　法の意義
　［第２回］　法規範の構造
　［第３回］　法の分類
　［第４回］　法の解釈・解釈法
　［第５回］　法の適用
　［第６回］　裁判と法◯１民事裁判
　［第７回］　裁判と法◯２刑事裁判
　［第８回］　犯罪と法
　［第９回］　財産と法◯１総則
　［第10回］　財産と法◯２物権と債権
　［第11回］　家族（子ども）と法
　［第12回］　医療と法
　［第13回］　社会と法
　［第14回］　国際関係と法
３．履修上の注意
　本講ではテーマ毎に講義レジュメを配布して，それ
にしたがって講義を進める。そして、一定程度進んだ
ところで、それまでの中心的テーマについてレポート
にして提出してもらう。なお，レポートは原則として
２回で，平常点評価の資料とする。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　原則としてあらかじめ教科書を購読して基礎知識を
身につけ講義によってその理解を深めるのが理想であ
るが，専門知識を要する分野でもあり，受講後に講義
レジュメと講義ノートの内容を教科書と対照する方法
でもよい。
５．教科書
　齊藤信宰編著「現代社会における法学入門（第３版）」
（成文堂）　［在庫僅少の場合変更することがあります］

６．参考書
　必要に応じて適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　課題については、余ほどの事が無ければ個別にフィー
ドバックすることはありません。なお、日常の出席評
価の素材としても用いますから、回答に当たっては真
摯な態度で取り組むように！
９．その他
　小レポート及び各期末試験の成績により総合的に判
定する。
　おおむね30％，70％の割合で評価する。
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政治学概論 木寺　　元

２単位 春学期１〜４年次 駿河台

科目ナンバー：（CC）POL111J

政治学概論 鎌江　一平

２単位 春学期・秋学期１〜４年次 和泉

科目ナンバー：（CC）POL111J

１．授業の概要・到達目標
この講義では，現実の政治を構成している諸制度と実
際の政治のプロセスを理解するための視座を学ぶ。こ
れらを通じて，政治を理解し、政治を考えるための基
礎的な知識と能力を身に付けることを目標とする。

２．授業内容
１　�イントロダクション
２　執政制度
３　選挙制度
４　投票行動論
５　政党システム・政党組織
６　議会制度
７　官僚制
８　独立機関
９　地方自治
10　国際政治
11　メディア
12　利益団体
13　市民社会
14　まとめ
＊講義内容は必要に応じて変更することがある。

３．履修上の注意
講義では，履修者に対し考えてもらう機会を積極的に
提供していきたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中にテーマが示されるコメントの提出は，携帯
電話・パソコン等により，Oh-o!�Meijiを通じて行う。

５．教科書
木寺元（編）『政治学入門〔第３版〕』（弘文堂，2023年）
を予定するが、刊行が間に合わない可能性があるので、
その場合は木寺元（編）『政治学入門〔第２版〕』（弘文
堂，2020年）となる。初回までにOh-o!�Meijiのクラスウェ
ブまたは講義中で案内する（そのため、初回の講義で
教科書は用いない）。

６．参考書
講義中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
講義中にポイントを共有する。

９．その他
授業での「コメント」と「期末試験」による。加点要
素を加えた課題を出すこともある。

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
この授業では、受講生が近い将来、教壇に立つ際に必
要な現代政治と政治学の基礎知識、ならびに、視座を
昨今の政治情勢に触れつつ、簡単すぎず難しすぎない
解説で提供する。受講生は、政治が自分とは関係のな
い遠い世界の出来事ではなく、自分の生活や将来に密
接に係わっている、そして政治学はそれをわかりやす
く・見やすくするためのものだということを学習する。

【到達目標】
上記概要を前提とし、具体的に以下３つを感じてもら
うことを授業の到達目標とする。
①知らなかった「ある事実」を知った。
②�「ある事実」に対して、一定の見方ができるようになっ

た。
③�「ある事実」に対して、これまでとは別の見方がで

きるようになった。
２．授業内容
第１回目　�イントロダクション（オリエンテーション

／政治学とは）
第２回目　政治と政治学（１）
第３回目　政治と政治学（２）
第４回目　政治と政治学（３）
第５回目　政治と政治学（４）
第６回目　デモクラシーとは（１）
第７回目　デモクラシーとは（２）
第８回目　デモクラシーとは（３）
第９回目　デモクラシーとは（４）
第10回目　日本の政治（１）
第11回目　日本の政治（２）
第12回目　日本の政治（３）
第13回目　世界と政治
第14回目　総括
３．履修上の注意
履修するにあたり、前提となる知識の有無を問わない
（例えば、高等学校の現代社会、倫理、政治・経済で
の学習内容）。この授業をきっかけにして、社会全般へ
の関心を深めて欲しい。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で適宜、予習・復習事項を指導する。

５．教科書
必要に応じて適宜紹介する。

６．参考書
必要に応じて適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
課題についてのフィードバックは、授業時もしくはOh-
o!Meijiを通じて行う。
９．その他
授業への貢献度（７０％）、レポート（３０％）で評価
する。６０％以上の得点は単位の取得を認める。
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９

哲学概論 宇田川　尚人

２単位 秋学期
春学期１〜４年次 和泉

駿河台

科目ナンバー：（CC）PHL111J

倫理学概論 宇田川　尚人

２単位 秋学期
春学期１〜４年次 駿河台

和泉

科目ナンバー：（CC）PHL121J

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　「私」「他者」「心」「現実」。多くの場合，日常生活を支えているこれら最も重
要な概念は，その意味の妥当性・正当性・根拠等があえて問われることはない。
だが，哲学という学問は，この通常「当たり前」と思っている事柄，「当然のこ
と」としてあまり深く考えずにすましている事柄に対して，徹底的に「なぜ」
と問いかけ，それらの問いや自分自身についての理解を深めてゆく学問である。
「常識」の中で手垢がつき鮮度が失われた「日常性」を越えて，「思考」を研ぎ
澄まし「論理」を積み上げてゆくことで開かれてくる哲学の世界を示したい。

《到達目標》
　最終目標は，１）受講者一人一人が，氾濫する情報と多様化する価値観の中で，
（単なるトレンドに終わることのない）真の時代の要請や社会のニーズをみず
から読み解く能力を獲得すること，および２）いかなる状況においても，自己
と世界との関係を冷徹に分析する論理能力を習得することにある。ただし，半
期という時間の制約があるので，実質的な目標は，講義で紹介される思想の論
理構造の解明やその有効射程距離の検証を各自が追体験・追思考すること，ま
たそうした思考訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関
係を論理的に分析し考察する，いわば思索の〈コツ〉を身につけることとしたい。

２．授業内容
第１回目　哲学とは何か?　---　現代思想の問題提起
　Heideggerの自我論
第２回目　交換可能な私？（私なんて，いてもいなくても世界は変わらない？）
第３回目　私　―その非本来的自己と本来的自己―
第４回目　私の「唯一性」を保障するのは時間性か？
�　Binswangerと精神分析
第５回目　時間性と心の病
第６回目　「自明性」の喪失（当たり前ってどういうこと，なぜ当たり前なの？）
�　Levinasの他者論
第７回目　�「同」の暴力（皆と同じ，皆に合わせなくっちゃ！って，息ができな

い！）
第８回目　感情移入と同型性に基づく他者理解の限界
第９回目　自―他の「非対称性」と真の他者への責任
�　Lacanの欲望論
第10回目　欲望とは他者の欲望である？（私はみんなが欲しいものが欲しい！）
第11回目　�言葉は「もの」の殺害者である。「もの」の喪失と欲望における「対

象a」の発生
第12回目　�心の在処を求めて…（すべては脳から始まるが，心は脳に還元でき

ない？）
第13回目　�無意識の欲望，欲望の「プロトタイプ」と文化（まだ足りない，もっ

と，もっと，もっと！）
第14回目　まとめ���論理の限界が世界の限界？　それでも「私」と「世界」は・・

３．履修上の注意
　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目
を通し，

１）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
２）�理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。

また，
３）�配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明され

た「概念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
４）�それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際

に読み込むこと。

５．教科書
　プリントを必要に応じて配布またはWeb（Oh-o!�Meiji）上にUPする。

６．参考書
　竹田青嗣　著「ハイデガー入門」講談社選書メチエ
　熊野純彦　著「レヴィナス入門」ちくま新書
　斎藤環　著「生き延びるためのラカン」ちくま文庫
　新宮一成　書「ラカンの精神分析」講談社現代新書　等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
課題に対するフィードバック（質問への回答、間違いの指摘、優秀な考察例の
紹介等）は、原則として翌週の授業内で行う。

９．その他
　人数が多い場合は、毎回の質疑応答（またはMS�Formsでの課題）（40％）と
期末レポート（60％）で成績を評価する。
���但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合い
によって平常点のみで評価する可能性が高い。
　和泉校舎での授業も、人数が少ない場合は、上記に準ずる。
詳細は初回の授業で報告する。

１．授業の概要・到達目標

《授業の概要》
　この授業では，主に基礎倫理学の立場から，

１）まず「道徳」と「倫理」との違いを明らかにした上で「悪」と「ナルシ
シズム」との関係を考察する。

２）そこから，人と人が社会の中で生きてゆく際の重要な基本概念（例えば，
共感可能性・他者の自由の尊重・責任等）が「何故，今，旧来の形ではもはや
機能しなくなりつつあるのか？」という問題を提起し，
　３）「登校拒否」「引きこもり」等に見られる傷つきやすい現代の若者のナル
シスト的側面と，「いじめ」「ストーカー」から「ナチスのホロコースト」「ユニ
ラテラリズム」に至る「同型性に基づかない他者」への過激な「排除の論理」
を分析し，それらに共通する「時代の病巣的特性」を明らかにする。

４）その上で，（悪へと開かれていながらも）善を選び取る人間の良心とその
尊厳とは何か？　という問いと，他者への真の責任とは何か？　という問いに，
（カント，レヴィナス等の倫理思想を参照にしつつ）答えてゆこうと考えている。

《到達目標》
　この授業で学習した倫理的視点に基づき，今日の社会で起こっている様々な
問題のいずれに対しても，自分なりの見解を持てるようになること。また授業
での思考訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関係を倫
理的に分析し考察する能力を身につけること。

２．授業内容

１）�問題提起�---〈道徳〉はあるが〈倫理〉のない日本？���倫理的〈対話〉の
12原則�

　２）「やさしさ」vs�真のやさしさ？
３）社会に蔓延する「思いやり」という名の「思考停止」システムについて
４）「いじめ」と排除の論理
５）自分は関係ない・中立だと思っている「傍観者」に潜む「悪」について
６）情報化社会が突きつける諸問題
７）同型性に基づく他者理解とその限界---あるいは「同調圧力」と「承認欲求」
８）「いいね」（評価）を必死で求めて、本当の自己を失ってゆく人々
９）�ネットの中で、SNSで、増殖する「バーチャルな私」と欲望によって「侵

食される自己」
10）新たな教育論の現場から
11）理解像の外に位置する「他者そのもの」と私の「内部性＝心」�
12）ネット社会におけるCritical�thinkingの崩壊とCritical�emotion
13）同情とSympathyとMitleid(共苦)の差異
14）SNS時代における新しい「倫理」の役割と教育

３．履修上の注意

　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容

　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目
を通し，

１）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
２）�理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。
また，
３）�配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明され

た「概念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
４）�それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際

に読み込むこと。

５．教科書

　プリントを必要に応じて，配布またはWeb（Oh-o!�Meiji）上にUPする。

６．参考書

　PHP新書　中島義道「対話のない社会」
　勁草書房　中島義道「悪への自由―カント倫理学の深層文法」
　勁草書房　佐藤義之「レヴィナスの倫理」等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法

課題に対するフィードバック（質問への回答、間違いの指摘、優秀な考察例の
紹介等）は、原則として翌週の授業内で行う。学期末レポートの返却は希望者
に対してのみ行う。

９．その他

　毎回の質疑応答（またはMS�Formsでの課題）（40%）と学期末のレポート（60%）
で成績を評価する。
　また最低三分の二以上の出席をレポート提出の条件とする。
　（但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合い
によって平常点のみで評価する可能性が高い）
詳細は初回の授業で報告する。
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職業指導 阿部　英之助

２単位 秋学期
春学期１〜４年次 駿河台

生田

科目ナンバー：（CC）CST111J

１．授業の概要・到達目標
　本講義では，現代社会における職業教育の意義と課題を学ぶとともに
職業教育の現状について理解を深めます。具体的には，①青年期におけ
る進路選択問題，②高等学校における職業指導および職業教育の実際，
③職業指導および職業選択の課題，以上の3点を通じて，青年期におけ
る職業教育を理解します。
　この講義の到達目標は，①現代社会における職業の役割と労働構造の
変化について把握する。②学校教育における職業教育の意義と歴史につ
いて理解する。③青年期における職業指導および職業選択について理解
し，進路指導の方法を修得することです。具体的な事例を通じて現代社
会および学校教育の現状と，様々な視点から職業指導および職業教育の
在り様を理解していきます。また同時に、受講生のキャリア意識やキャ
リアガイダンスも併せながら授業を展開していきます。
２．授業内容
　第１回：ａ：イントロダクション（講義のねらい，職業指導の意義）

ｂ：�現代社会における職業（1）～現代社会の現状とその理
解～

　第２回：現代社会における職業（2）～働くことの意義を考える～
　第３回：現代社会における職業（3）～労働構造問題と格差社会～
　第４回：現代社会における職業（4）～労働基準法と労働環境問題～
　第５回：�青年期の進路と進路指導（1）～高校生の進路動向と進路保

障～
　第６回：�青年期の進路と進路指導（2）～高校生の就職状況と就職問

題～
　第７回：高等学校における職業指導（1）～普通教育と専門教育～
　第８回：�高等学校における職業指導（2）～専門高校の現状と高度専

門化の対応～
　第９回：�高等学校における職業指導（3）～高等教育における職業教

育～
　第10回：�高等学校における職業指導（4）～職業指導の実際とその対

応～
　第11回：新たな職業指導の問題と課題～障がい者雇用の現状と実際～
　第12回：諸外国の職業指導の実態（1）～諸外国の職業教育の現状～
　第13回：�諸外国の職業指導の実態（2）～ドイツ・イギリスの事例か

ら～
　第14回：ａ：講義全体ふりかえり

ｂ：試験
３．履修上の注意
この講義は、基本的には教員免許取得を目指している学生及び教職志望
向きの資格科目である。それ以外でも、授業内容に興味・関心があれば、
履修は妨げません。
最初に新聞・雑誌や調査データなどの具体的な事例の紹介を通して，現
代社会における職業世界の姿を知り，その背景にある理論的位置づけな
どを学んでいきます。また，授業毎に簡単な「コメント」や「ワークシー
ト」を通して，自分の見解・意見をまとめる作業を行い，授業内容の定
着を図りたいと思います。
４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に次の講義に使用する資料または内容によってはワークシートを
配布しますので，事前に読み込んでおくか，関連事項のキーワード検索
を行い，講義内容の理解を深めてください（必要時間としては30～1時
間程度）。また，授業回数が半分を過ぎたら，中間まとめと中間チェック・
テストを行いますので，配布した講義資料及びノートはしっかり復習し
ておいてください。
５．教科書
　教科書は使用しませんが，教員が作成した講義資料を使用します。
６．参考書

『新時代のキャリア教育と職業指導』佐藤史人編（法律文化社）2018年
『職業教育・産業教育ハンドブック』日本産業教育学会編（大学教育出版）
2013年

『日本と世界の職業教育』堀内達夫編（法律文化社）2013年
『キャリア教育のウソ』児美川孝一郎（筑摩書房）2013年
『夢があふれる社会に希望はあるのか』児美川孝一郎（ベストセラーズ）
2016年
７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
中間まとめと中間チェック・テストの解説については、�Oh�-o!�Meijiを通
じて配信するため、確認すること。
９．その他
　成績評価は，平常点（授業への参加度・貢献度，発言など）15％，授
業小レポート課題15％，学期末試験70％の合計100％によって総合的に
評価をします。また，皆さんの積極的な関わりを期待しますが，授業に
直接関係のない私語は厳禁とします。場合によっては，退席と評価対象
外として処理させていただきます。
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